

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































| ： I 
以上、
本稿では、〈「ーは（も）—終止形」条件句〉の用法上の
特徴について考察を加え、
さらにこの語法が院政鎌倉期に発達し
たのは何故か、
その歴史的背恨についても言及した
。
「ーは（も）—終止形条件句」は｀「列叙しようとすれば理論的
．にはいくつでも並べ立てることが可能であること」、「列叙されるところの個々の事柄の間に時間的な先後関係が含意さ
れないこ
と」 いう性格を有する点に特徴的であるといえる。原因・理由となる事態を列挙する
という点で、
右記の並列用法上の特徴を以
て多用されることになったものであろう。
そして、
こうした語法
が院政鎌倉期に多用されるに至った背兼とし 、
連体形終止法の
一般化に伴う文終止のあり方の推移が関係しているのではないかと思われる。注（
一
）接萩助詞
fし」の成立に関する論考には、
柏原司郎氏「接萩助
詞「し」の成立をめぐって」（「田辺博士古希記念国語助詞
助動
詞論叢
j•
昭和
54
年〉、
同「接続助詞「し」の成立についての
袖
遺考」（「国
語研究
j43•昭和55年）、鈴木浩氏「接続助詞「し
」
の成立」（「文芸研究」64号•平成2年）、拙稿「接読助詞「し」の成立過程
j
(「島大国文」28号・平成12年）等がある
。
（二）
「平分終止」なる用語は、鈴木浩氏「接
絞助詞「し」の成立」
七お
わりに
9,
けんじ
岡山大学大学院社会文化科学研究科准教授）
（「文芸研
究」六四号•平成二年）による。
なお、
これは、
松
下大一二郎氏『標準日本口語法」（昭和五年・中文館壼店）
に於
いて、
格関係の観点から、
終止形を有する句がそこで切れずに、
意味的に後に統くものを「不十分終止格」としたものに基づく。
（
三
）この他、
岩田美穂氏「例示を表す並列形式の歴史的変化」（
背
木陣史編「日本語の構造変化と文法化」•平成19年・ひつじ術房）、鈴木浩氏注一論文、拙稿「並立列挙表現形式の推移」（「島大国文j26号・平成10年2月）等。
（
四
）鈴木丹士郎氏
「形容飼「—シシ」について」（「国語学研究j3.
昭和38年）、
庇野正次氏「形容詞一元論の再検討ー 悪しし
」
型形容詞の発生についてー」（「神戸学院女子短大紀要」6•昭和49年）、
北原保雄氏「形容詞の語音構造」（「中田祝夫博士功
禎記念国語学論
芭／昭和51年）、
辛島美絵氏「シシ語尾形容
詞についてー仮名文街の例を中心にー」（「国甜国文」69巻6
号・
平成12年6月)[「仮名文害の国語学的研究」／平成15年10月・消文堂）収録
]
（五
）
注四北原氏論文、辛島氏論文。
（六）注四辛島氏論文に鎌倉期以前の用例が示されている。符包本稿は、二0一五年度ーニ0一七年度科学
研究費助
成事業（学
術研究助成基金助成金（基盤研究(C) 研究課題番号15K02570la究課題名「並列表現形式の生成と展開に関
する研
究」の成米の一部である
。
（きょ
う
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